
糸島市市民部生活環境課



◎再生可能エネルギー導入計画（Ｈ24年度）

○白糸の滝における小水力発電設備導入事業

□瑞梅寺ダムにおける小水力発電事業

△小水力発電設備の設置可能性調査事業

①賀茂川（ゆらりんこ橋公園）

②瑞梅寺川（瑞梅寺山の家）

③川原川（ファームパーク伊都国）



位 置 関 係

①賀茂川
②瑞梅寺川

③川原川

白糸の滝

瑞梅寺ダム

九州大学

伊都キャンパス

福岡市



★計画期間★

平成25年度～平成32年度（８年間）

※糸島市長期総合計画期間と同じ

☆再生可能エネルギーの対象☆

太陽光発電・小水力発電・水素利用

バイオマス利用・風力発電・太陽熱利用



【市民】

日常生活における

再生可能エネルギー

の利活用

【事業者】

事業活動における
再生可能エネル
ギーの創出及び
利活用

【行政】

再生可能エネル
ギー導入事業の
立案・実行

【大学・

研究機関】
再生可能エネル

ギー事業の研究・

開発及び助言



短期的に取り組むもの

太陽光発電 ・ 小水力発電 ・ 水素利用

概ね４年：平成２８年度を目途

中期的に取り組むもの

バイオマス利用・太陽熱利用・風力発電

概ね８年：平成３２年度を目途



計画指標 現状値 目標値(中間) 
伸び率 

(中間) 
目標値(最終) 

伸び率 

(最終) 
備考 

住宅用太陽光 

発電買取件数 

1,537件 

(H23年度) 

2,300件 

(H28年度) 
1.5倍 

3,000件 

(H32年度) 
2倍  

事業用太陽光 

発電設備導入数 

0か所 

(H23年度) 

10か所 

(H28年度) 
10倍 

20か所 

(H32年度) 
20倍  

小水力発電 

設置か所数 

1か所 

(H24年度) 

４か所 

(H28年度) 
4倍 

５か所 

(H32年度) 
5倍  

家庭用燃料電池 

設置台数 

150台 

(H23年度) 

200台 

(H28年度) 
1.3倍 

300台 

(H32年度) 
2倍 

H27年度以降に

重点推進 

事業用燃料電池 

設置台数 

０台 

（H23年度） 

０台 

(H28年度) 
0倍 

１台 

(H32年度) 
1倍 

H27年度以降に

重点推進 

公共施設への再生 

エネ導入件数 

4か所 

(H23年度) 

8か所 

(H27年度) 
2倍 

10か所 

(H32年度) 
2.5倍 

中間目標は長期

総合計画計上分 

エコ公用車 

導入件数 

2台 

(H23年度) 

5台 

(H27年度) 
2.5倍 

8台 

(H32年度) 
4倍 

中間目標は長期

総合計画計上分 

 ※ただし、国・県等の方針によっては必要に応じて見直す場合がある。
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取組内容

「（仮称）創エネルギーいとしま推進協議会」の創設

講演会やシンポジウムの開催

イベント等への参加・企画

ＮＰＯ、エネルギー関係ボランティア団体等の育成・支援

「（仮称）創エネ見聞ツアー」（再生可能エネルギー施設見学ツアー）の実施
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計画指標 現状値 H２５年度 
中間 最終 

目標値 伸び率 目標値 伸び率 

住宅用太陽光 

発電買取件数 

１，５３７件 

(H23年度) 
２，３２４件 

２，３００件 

(H28年度) 
1.5倍 

３，０００件 

(H32年度) 
2倍 

事業用太陽光 

発電設備導入数 

０か所 

(H23年度) 
７件 

１０か所 

(H28年度) 
10倍 

２０か所 

(H32年度) 
20倍 

小水力発電 

設置か所数 

１か所 

(H24年度) 
４か所 

４か所 

(H28年度) 
4倍 

５か所 

(H32年度) 
5倍 

家庭用燃料電池 

設置台数 

１５０台 

(H23年度) 
１５９台 

２００台 

(H28年度) 
1.3倍 

３００台 

(H32年度) 
2倍 

事業用燃料電池

設置台数 

０台 

（H23年度） 
― 

０台 

(H28年度) 
0倍 

１台 

(H32年度) 
1倍 

公共施設への再

生エネ導入件数 

６か所 

(H23年度) 
１０か所 

８か所 

(H27年度) 
2倍 

１０か所 

(H32年度) 
2.5倍 

エコ公用車 

導入件数 

２台 

(H23年度) 
２台 

５台 

(H27年度) 
2.5倍 

８台 

(H32年度) 
4倍 

 







九州大学（島谷研究室）＋白糸地区＋糸島市 との協働

糸島市から始まる、小水力発電を地域の力で！

白糸の滝１,２,３夢プロジェクト



ステップ１ 白糸の滝にある水車を使って小水

力発電の仕組みを知ってもらう

ステップ２ 白糸の滝に小水力発電機を設置し

て施設の電気を賄う

ステップ３ 白糸地区の川付川に小水力発電機

を設置して白糸地区の電気を賄う



～いとしま環境都市づくり～

◇糸島市が目指す姿

★既存の電力に頼らない社会の実現

★エネルギーの自給自足・地産地消

◆ステップ２への背景
☆夢プロジェクト ステップ１の成功

☆再生可能エネルギー導入第一段

☆エネルギー地産地消モデルケース



◇小水力発電設備の導入効果

★再生可能エネルギー導入のシンボル

⇒広く市民にアピール ⇒環境に対する意識向上へ

★環境にやさしい「エコパーク」

⇒市民の憩いの場・観光客の誘致

★白糸の滝ふれあいの里の経費節減



◆水車の構造・・・クロスフロー型水車（５kw）
＋ペルトン型水車（１０kw）

◆発電量（２基合計）・・・最大出力15kw
◆耐用年数・・・約40年
◆総事業費・・・約4,500万円（基本設計・詳細設計・工事費）

クロスフロー型水車 ペルトン型水車



☆供給先☞ふれあいの里管理棟・ポンプ室
※全体使用量の約７割を小水力発電で供給

※残り分は九州電力からの受電

☆発電量☞ ９７,５００kwh
▽クロスフロー型水車（５kw） ３２,５００kwh
（５kw×６,５００時間＝３２,５００kwh）

▼ペルトン型水車（１０kw） ６５,０００kwh
（１０kw×６,５００時間＝６５,０００kwh）



◆メリット

・身近な水のエネルギーが利用できる

・燃料がいらない

・二酸化炭素排出量が少ない

・一日中働く

◆デメリット
・まだまだ導入価格が高い

・地域の合意が必要（水利権・漁業権）

・年間を通しての維持管理が必要（清掃・保守点検）



発電所

取水口

導水管



取水口

導水管



導水管
発電所



導水管

発電所









ダム放流水を活用した

中小水力発電の検討
（福岡県河川課）

☆１２ダムのうち４ダムに採算性あり！

瑞梅寺ダム（糸島市）・藤波ダム（うきは市）

力丸ダム（宮若市）・陣屋ダム（田川郡添田町）

☟

★福岡県から糸島市に設置の打診



瑞梅寺ダム堰堤

ダム堰堤下 減勢池



☆発 電 機 ☞最大出力 １００kw

★事業期間☞Ｈ２５年度～Ｈ２７年度

☆スケジュール
Ｈ２５年度 実施設計

Ｈ２６年度 発電設備製作、系統連系申請

Ｈ２７年度 土木・建築工事、発電設備設置

試験運転、稼働



☆事業費 ☞ ２億４，１６２万円
財源内訳 県補助金 １億円

市負担額 １億４,１６２万円

★事業費内訳
○詳細設計・監理費 ３，０９０万円

○工事費 １億９,１００万円
○バックアロケーション費 １,９５０万円
○申請手数料 ２２万円



【発電方法等】

①ダム利水放流管を分岐し発電用放流

管に接続、発電機室に通して発電

②取水した水は、減勢池へ放流

③減勢池へ戻入れのため流量変化なし

④最大使用水量０．３㎥を発電に利用



◆年間発電量 ☞ ６７万４,０００kwh
※一般家庭の年間電気使用量約１９０軒分

◆売電金額 ☞ ２,２９１万円
（３４円×６７４,０００kwh）

◆ランニングコスト
○年間３５０万円⇒人件費・占用料・ダム維持管理費等

○１０年に１回８００万円⇒ 発電機等オーバーホール



【 採 算 性 】

◇建設費☞約８年で回収
※福岡県の補助金活用の場合

◇収益額☞約２億３,０００万円
※設置後２０年間。固定価格買取制度期間

☆再生可能エネルギーの普及促進に活用☆

○太陽光発電・蓄電池等 ☞ 公共施設へ設置



☆事業推進のための体制づくり☆

瑞梅寺ダム小水力発電

施設整備推進連絡会議
（構成団体 福岡県・福岡市・糸島市）

（※連絡会議の下に担当者会議を設置）

▽協議事項☞①施設整備に係る調整

②工程の調整

③法的手続き円滑化のための調整

④その他目的達成に必要な事項



設置予定地

減勢池

（※上写真は南畑ダムのフランシス水車発電機）





①加茂川＋ゆらりんこ橋公園



②瑞梅寺川

②瑞梅寺川＋瑞梅寺山の家



③川原川

＋ファームパーク伊都国



現地での流量実測

実測と近傍（瑞梅寺ダム）への流量データ

との相関による流量推定

発電所レイアウト案に基づいた落差の観測

各地区の用水組合からの聞き取り調査



候補地 想定流量 想定落差 可能発電量 年間発電量 利用方法

①加茂川＋
ゆらりんこ橋公園

0.13㎥/s 4ｍ 3.3 kW 21,450 kWh 駐車場、トイレ

②瑞梅寺川＋
瑞梅寺山の家

0.091㎥/s 10ｍ 5.8 kW 23,200 kWh 山の家

③川原川＋
ファームパーク伊都国

0.126㎥/s 0.5ｍ 0.4 kW 1,600 kWh 環境学習



①加茂川＋ゆらりんこ橋公園（二丈福井地区）

施設までの距離が遠く、建設資材搬入ルートが無い。

②瑞梅寺川＋瑞梅寺山の家（瑞梅寺井原山地区）

瑞梅寺川から山の家までの距離が遠く（１５０ｍ以上）、

送電線や放水路等の工事費用が高額となる。

③川原川＋ファームパーク伊都国（高祖地区）

発電量が少なく、施設の電気を賄う用途には適さない。

発電できる期間が非灌漑期に限られ、観光用や環境学習用

としても限定的となる。


